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午前１０時００分 開議

○議長（堀 光雄君） おはようございま

す。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎追加日程 緊急質問

○議長（堀 光雄君） この際、お諮りしま

す。

市内養鶏場における高病原性鳥インフルエ

ンザの発生について、小比類巻孝幸議員から

緊急質問の通告があります。

この緊急質問に同意の上、日程に追加し、

発言を許すことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、小比類巻孝幸議員の緊急質問に同

意の上、日程に追加し、発言を許可すること

に決しました。

発言を許しますので、小比類巻孝幸議員

は、登壇願います。

小比類巻議員。

○４番（小比類巻孝幸君） おはようござい

ます。市民クラブの小比類巻孝幸です。

それでは、市内養鶏場における高病原性鳥

インフルエンザの発生の件について緊急質問

をいたします。

この件に関しましては、一昨日の１２月１

４日、三沢市内の採卵鶏を飼育する養鶏場の

窓がないウインドレス鶏舎１棟において、１

８０羽が死んでいるのが見つかり、青森県十

和田家畜保健衛生所が簡易検査したところ、

１３羽中１１羽から高病原性鳥インフルエン

ザの陽性が確認され、その後、青森県が実施

した遺伝子検査の結果、昨日、高病原性鳥イ

ンフルエンザウイルスが検出されたと発表、

防疫措置が始まっているとのことです。

鳥インフルエンザウイルスは、カモ類など

の水鳥を中心とした鳥類が腸内に保有してい

るウイルスで、その中でも高病原性鳥インフ

ルエンザは、鶏が感染した場合には高い確率

で死に至ります。

高病原性鳥インフルエンザが発生すると、

発生農場のみならず、近隣養鶏場にも多大な

被害が生じます。また、まれなケースではあ

りますが、人への感染も危惧されるところで

す。発生農場で飼育されている鶏は全羽が殺

処分となります。

今年は全国的に高病原性鳥インフルエンザ

の感染拡大が続いており、先月も横浜町の食

用鶏を飼育する養鶏場において、今期、県内

で１例目となる事案が発生し、１２万羽を殺

処分しております。

今回、市内で感染が確認された農場は、県

内の約２割を占める約１３７万羽の採卵鶏を

飼育し、県内最多の非常に大規模な農場であ

り、殺処分の数も国内最多となります。

そして、半径３キロメートル以内の７農

場、３１万羽と半径１０キロメートル以内の

１０農場、８８万羽について、移動と出荷を

家畜伝染予防法に基づき、制限するとのこと

であり、それにより県内の流通、そして卵及

び鶏肉の価格などに影響が出るのではないか

と非常に危惧するところであります。

そこで、質問の第１点目として、今回の市

内養鶏場における高病原性鳥インフルエンザ

発生について、その状況をお聞きするもので

あります。

また、２点目として、三沢市において、こ

の緊急事態を一刻も早く収束させることが重

要と考えますが、国、県及び市の対応状況が

どのようになっているのかをお聞きいたしま

す。

以上、今回の事案に関する壇上からの緊急

質問を終わります。御答弁のほどよろしくお

願いいたします。

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。

副市長。

○副市長（米田光一郎君） 当市で発生いた

しました高病原性鳥インフルエンザ事例の概
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要と対応状況について御説明申し上げます。

令和４年１２月１４日、市内の採卵鶏農場

から十和田家畜衛生保健所に多数の鶏が死ん

でいるとの情報があり、高病原性鳥インフル

エンザの簡易検査を実施したところ、同日１

６時３３分に陽性を確認したとの報告を受け

たところでございます。

これを受け、三沢市では、三沢市高病原性

鳥インフルエンザ防疫計画に基づき、幹部職

員による市緊急連絡会議を１６時５０分に開

催いたしました。情報を共有した後、防疫計

画に基づく人員配置など、市の支援体制の確

認を行い、県や自衛隊の集合施設となる総合

体育館、武道館等の施設の調整に当たりまし

た。

翌１５日には、前日の簡易検査陽性及び当

日公表となる遺伝子検査結果を受けての対応

について、２回目の緊急連絡会議を開催する

とともに、県からの資材等の受入れ対応に当

たったところでございます。

鳥インフルエンザ防疫措置は、家畜伝染病

予防法及び高病原性鳥インフルエンザに関す

る特定家畜伝染病防疫方針に基づき、県が実

施する殺処分等の一連の防疫活動でございま

す。市は、当該防疫活動を多角的に支援する

ものであります。

県では、遺伝子検査の結果を受け、疑似患

畜の確定について、国との協議を行い、１５

日の１３時に疑似患畜の確定を受け、県、市

共に、高病原性鳥インフルエンザ対策本部に

移行したところでございます。

疑似患畜の確定と同時に、現地被災農場で

は殺処分など所要の防疫措置を開始し、同時

に、半径３キロメートル以内の家禽の移動制

限、さらに半径１０キロメートル以内の家禽

の域外への搬出制限という防疫措置が発動と

なりました。

市といたしましては、一刻も早い事態の収

拾のため、県の防疫活動の支援を引き続き行

うとともに、周辺農場の状況、市民の不安解

消など、あらゆる事態に対応できるよう全庁

体制で対応を進めております。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 小比類巻議員。

○４番（小比類巻孝幸君） 副市長からの御

答弁ありがとうございました。

ただいま、今回の市内養鶏場における高病

原性鳥インフルエンザの発生状況の概要と、

その対応状況について御説明いただきまし

た。

国、県、市が連携を取りつつ、早急かつ

しっかりとした体制で臨まれていることは確

認させていただきました。

ですが、今回は非常に規模の大きい事例で

す。今後の作業は、これまでにない時間を要

する事態になると思いますし、その間しっか

りした危機管理体制を継続していただきたい

と思います。

そこで、再質問ですが、この作業の終了時

期を含みます収束の見通しについて、市とし

てはどのようにお考えなのか御説明をいただ

きたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。

副市長。

○副市長（米田光一郎君） 再質問にお答え

いたします。

現在、防疫措置が今までにないような人員

を動員して行っております。県のほうで策定

しました作業計画に基づきまして御説明申し

上げます。

まず、殺処分の作業に１か月かかります。

それと埋却作業に約１.５か月かかります。

清掃・消毒作業が０.５か月でございます。

これらの作業を、一部二つの作業を同時に行

うという工程で進みますと、１.５か月で発

生農場の防疫措置完了となります。その後、

１週間ごとに２回の消毒作業を繰り返し、２

１日後に制限区域を含めた防疫措置完了とな

ります。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 以上で、小比類巻孝

幸議員の緊急質問を終わります。

─────────────────
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◎日程第１ 議案第５４号から

日程第８ 議案第６１号まで

○議長（堀 光雄君） 日程第１ 議案第５

４号令和４年度三沢市一般会計補正予算（第

７号）から日程第８ 議案第６１号令和４年

度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第１

号）までの計８件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第５４号から議案第６１号までの８議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５４号令和４年度三沢市一

般会計補正予算（第７号）、可決。議案第５

５号令和４年度三沢市国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）、可決。議案第５６号令

和４年度三沢市食肉処理センター特別会計補

正予算（第１号）、可決。議案第５７号令和

４年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第

１号）、可決。議案第５８号令和４年度三沢

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）、可決。議案第５９号令和４年度三沢市

水道事業会計補正予算（第２号）、可決。議

案第６０号令和４年度三沢市下水道事業会計

補正予算（第１号）、可決。議案第６１号令

和４年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算

（第１号）、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第 ９ 議案第６２号から

日程第２７ 議案第８０号まで

○議長（堀 光雄君） 日程第２５ 議案第

７８号公の施設の指定管理者の指定について

（三沢市駅前広場）を除く、日程第９ 議案

第６２号地方公務員法の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定についてから日程第２７ 議案第８０号

公の施設の指定管理者の指定について（三沢

市コミュニティ集会施設）までの計１８件を

一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第７８号を除く議案第６２号から議案

第８０号までの１８議案は、委員長報告のと

おり決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第６２号地方公務員法の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について、可決。議案第

６３号三沢市職員の定年等に関する条例等の

一部を改正する条例の制定について、可決。

議案第６４号三沢市特別職の職員の給料等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、可決。議案第６５号職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第６６号三沢市屋内ゲート

ボール場条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決。議案第６７号三沢市特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について、可決。議案第６８号三
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沢市重度心身障害者医療費助成条例の一部を

改正する条例の制定について、可決。議案第

６９号定住自立圏の形成に関する協定の一部

を変更する協定の締結について（野辺地

町）、可決。議案第７０号定住自立圏の形成

に関する協定の一部を変更する協定の締結に

ついて（七戸町）、可決。議案第７１号定住

自立圏の形成に関する協定の一部を変更する

協定の締結について（六戸町）、可決。議案

第７２号定住自立圏の形成に関する協定の一

部を変更する協定の締結について（横浜

町）、可決。議案第７３号定住自立圏の形成

に関する協定の一部を変更する協定の締結に

ついて（東北町）、可決。議案第７４号定住

自立圏の形成に関する協定の一部を変更する

協定の締結について（六ヶ所村）、可決。議

案第７５号定住自立圏の形成に関する協定の

一部を変更する協定の締結について（おいら

せ町）、可決。議案第７６号定住自立圏の形

成に関する協定の一部を変更する協定の締結

について（小坂町）、可決。議案第７７号公

の施設の指定管理者の指定について（三沢市

いきいきデイセンター）、可決。議案第７９

号公の施設の指定管理者の指定について（三

沢市寺山修司記念館）、可決。議案第８０号

公の施設の指定管理者の指定について（三沢

市コミュニティ集会施設）、可決とそれぞれ

決しました。

次に、日程第２５ 議案第７８号公の施設

の指定管理者の指定について（三沢市駅広

場）を議題とします。

ここで、地方自治法第１１７条の規定によ

り、加澤明副議長の除斥を求めます。

（副議長 加澤 明君 除斥）

○議長（堀 光雄君） 条例等審査特別委員

会の審査報告書は、お手元に配付したとおり

です。委員長、補足して報告する事項はあり

ますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第７８号公の施設の指定管理者の指定

について（三沢市駅前広場）は、委員長報告

のとおり決することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第７８号公の施設の指定管理

者の指定について（三沢市駅前広場）は、可

決と決しました。

(「動議」と呼ぶ者あり)

○議長（堀 光雄君） 西村盛男議員。

○１３番（西村盛男君） 動議を提出いたし

ます。

ただいま可決されました議案第７８号に対

しまして、公共施設の指定管理について、当

該施設の有効利用及び指定管理者制度の運用

に関する改善を求めるため、附帯決議（案）

を提出したいと思います。

以上です。

○議長（堀 光雄君） ただいま西村盛男議

員から議案第７８号に対して、附帯決議

（案）を提出したい旨の動議が提出されまし

た。

動議の成立には、ほかに２人以上の賛成者

が必要であります。

お諮りいたします。

ただいま西村盛男議員から提出されました

動議について賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（堀 光雄君） 西村盛男議員から提

出されました議案第７８号に対して、附帯決

議（案）を提出したい旨の動議は、所定の賛

成者がありますので成立しました。

ここで、議会運営委員会開催のため、暫時

休憩します。

午前１０時２５分 休憩

────────────────

午前１０時３０分 再開
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○議長（堀 光雄君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────

◎日程追加の議決

○議長（堀 光雄君） 先ほどの休憩中に、

西村盛男議員から議員提出議案第９号 議案

第７８号公の施設の指定管理者の指定につい

て（三沢市駅前広場）に対する附帯決議

（案）の提出についてが提出されました。

この際、本議案を日程に追加し、議題とし

たいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、本議案を日程に追加し、議題とす

ることに決しました。

─────────────────

◎追加日程 議員提出議案第９号

○議長（堀 光雄君） 提案理由の説明を願

います。

西村盛男議員の登壇を願います。

西村議員。

○１３番（西村盛男君） 議員提出議案第９

号議案第７８号公の施設の指定管理者の指定

について（三沢市駅前広場）に対する附帯決

議につきまして、提案理由を御説明申し上げ

ます。

この議案は、公共施設の指定管理につい

て、三沢駅前交流プラザみーくるを含む当該

施設の有効利用及び指定管理者制度の運用に

関する改善を求めるため提案するものであり

ますが、当市の陸の玄関口における交通や観

光及び情報発信、人的交流等、三沢駅周辺地

域のにぎわい創出拠点として期待される当該

施設の現状を鑑みれば、今後の有効活用に向

けたビジョンを市としても明確に打ち出す必

要があると考えます。

また、指定管理者制度につきましても、広

く市民の理解が得られるよう、制度の在り方

等を検討する余地があるのではないでしょう

か。

加えて、先般の条例等審査特別委員会にお

きましても、本案件につきましては、会派を

越えて各委員から様々な意見、質問が出され

たところであります。

当該施設の指定管理予定者は、当市議会議

員の御家族が代表となっている企業であるこ

とから、指定管理者制度そのものに反しては

いなくとも、市民からは厳しい目を向けられ

ていることをしっかりと自覚していただく必

要がありますし、言うまでもなく、議員は自

ら襟を正し、高い倫理観を持って、市民から

疑いの目を向けられぬよう誠実に、かつ謙虚

に日々取り組まなければならないと思いま

す。

今後、指定管理予定者におかれましては、

当市において重要な施設であることを十分認

識をしていただき、適切に管理運営に当たっ

ていただくことを期待したい旨申し添えると

ともに、今後、当該施設が三沢駅周辺地域活

性化の拠点となり、ひいては当市の発展につ

ながっていくことを切に願いながら、本議案

を提出するものであります。

なお、詳細につきましては議案書に記載の

とおりであります。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

申し上げます。

○議長（堀 光雄君） 次に、お手元に配付

しております附帯決議（案）を局長に朗読さ

せます。

○議会事務局長（長根正登君） 朗読いたし

ます。

議員提出議案第９号。

議案第７８号 公の施設の指定管理者の

指定について（三沢市駅前広場）に対す

る附帯決議（案）

三沢駅前広場は、「三沢駅の利用者の利

便に供し、かつ、交通、観光及び人的交流

の拠点として三沢駅周辺の健全な発達を図

り、もって三沢市民の福祉を増進するこ

と。」を目的とし、整備された施設である

が、特に三沢駅前交流プラザみーくるにつ

いては効果的に活用されている状況とは言
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えず、今後の明確なビジョンも見えない。

当該施設は、本市の陸の玄関口として、

非常に重要な施設であることから、施設を

最大限に活用し、駅周辺地域の活性化を図

るべきである。

また、施設等の運営に関しては、本市に

おける指定管理者制度導入の趣旨を十分に

踏まえ、広く市民の理解が得られるよう、

指定管理者の選定のあり方について厳しく

検証し、公平性や透明性を保つよう制度の

改善が求められる。

それらを踏まえ、今後、当該施設の活用

方法及び指定管理者制度の運用に関して、

以下の事項について附帯決議を付すもので

ある。

１．当該施設の活用方法（ビジョン・運営

方針）を明確にし、駅周辺地域の活性化

を図ること。

２．当該施設においては、指定期間終了

後、その効果等について明らかにし、議

会に報告すること。

３．指定管理者の選定については、公平性

及び透明性を保つよう、委員の選定や選

定基準等の再考を含め、改善に向けた検

討を行うとともに、市は、これまで以上

に指定管理者による施設の管理・運営状

況を十分に把握し、仕様書や協定書に基

づき、適切な指導・監督を行うこと。

以上を決議する。

令和４年１２月１６日

青森県三沢市議会

以上です。

○議長（堀 光雄君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、三沢市議会会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

次に、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第９号は、原案のとおり決す

ることに賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（堀 光雄君） 起立少数です。

よって、議員提出議案第９号 議案第７８

号公の施設の指定管理者の指定について（三

沢市駅前広場）に対する附帯決議（案）の提

出については、否決すべきものと決しまし

た。

ここで、加澤明副議長の入場を許可しま

す。

(副議長 加澤 明君 入場)

─────────────────

◎日程第２８ 議案第８１号

○議長（堀 光雄君） 日程第２８ 議案第

８１号三沢市教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日当局より追加議案として

提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

副市長。

○副市長（米田光一郎君） 議案第８１号に

ついて御説明申し上げます。

議案第８１号は、三沢市教育委員会委員の

任命につき同意を求めることについてでござ

います。

令和４年１２月２４日をもって、立花肇氏

の三沢市教育委員会委員としての任期が満了

となることから、新たに小向香織氏を任命す

るため、提案するものでございます。

御提案申し上げました小向氏は、人格、識

見ともに優れた方であり、御本人の略歴につ

きましては、議案第８１号資料に記載したと

おりでございます。よろしくお願いを申し上
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げます。

○議長（堀 光雄君） お諮りします。

この議案は、三沢市議会会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会付託を省略し、

本会議審議にしたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第８１号は、これに同意することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第８１号三沢市教育委員会委

員の任命につき同意を求めることについて

は、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２９ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（堀 光雄君） 日程第２９ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

小比類巻雅彦委員長。

○１５番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

本委員会では、本年７月に、三沢基地周辺

対策に関する要望について７項目を国等へ要

望したところでありますが、その結果を踏ま

え、１０月６日に会議を開催し、今後の要望

活動について協議をいたしました。

会議において、より要望活動の効果が期待

できるよう、項目を絞って重点的に要望する

べきとの結論に至ったことから、１、岡三沢

五、六丁目地区の早期移転について、２、浜

三沢地区の早期移転について、３、三沢飛行

場第２滑走路の早期着工についての３項目を

重点事項とし、再度、１１月１７日、１８日

に東北防衛局、防衛省、県選出国会議員に対

し要望活動を実施いたしました。

国からの回答として、岡三沢地区の移転に

ついては、騒音調査の結果とＦ－３５Ａの配

備状況を踏まえて、三沢市や周辺自治体の意

見を伺い、適切に対応したい。

浜三沢地区の移転については、現行制度上

では、２種区域外に位置しているため難し

い。

第２滑走路の早期着工については、三沢飛

行場を取り巻く状況が変化していることを踏

まえ、今後、市と協議を進めてまいりたいと

のことでありました。

今回の要望では、従来より前進するような

回答は得られなかったものの、岡三沢地区の

騒音問題については、既に地域住民は我慢の

限界に達しており、コンター見直しに向けた

騒音度測定を必ず来年度から開始するよう強

く我々の意思を伝えてきたところでありま

す。

当該地区の移転については、最終的に騒音

に苦しむ全世帯の住民が移転を完了するまで

にはまだまだ長い時間を要することから、今

後においても継続的に粘り強く活動を実施し

ていかなければならないものと考えておりま

す。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続



― 72 ―

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第３０ 移住・定住促進対策

特別委員会中間報告

○議長（堀 光雄君） 日程第３０ 移住・

定住促進対策特別委員会中間報告を議題とし

ます。

瀬崎雅弘委員長。

○１２番（瀬崎雅弘君） 三沢市議会会議規

則第４５条第２項の規定に基づき、移住・定

住促進対策特別委員会の中間報告をいたしま

す。

去る１１月２５日に開催いたしました本委

員会では、空き家対策の現状及び今後の方針

についてと、市の魅力発信に係る現状につい

ての２件を案件として調査・審議を行いまし

た。

案件の１件目、空き家対策の現状及び今後

の方針については、市当局から令和２年３月

策定の三沢市空家等対策計画に基づく、空き

家対策の実施内容や担当課に寄せられた空き

家に関する苦情・相談への対応状況などのほ

か、空き家バンク導入の検討を含めた今後の

方針について説明がありました。

市当局の説明に対し、委員からは、少しで

も早く空き家バンクを開設すべきという意見

や、苦情・相談に対し、具体的にどのような

助言・指導を行っているのか、当該苦情等の

うち未解決のものの理由などについて質問さ

れ、市当局からは、空き家の所有者を訪問

し、空家特措法や民法上の責務等のほか、行

政代執行の対象になる可能性について説明

し、理解を求めていること、また、未解決理

由については、所有者が遠方にいるため、な

かなか連絡が取れない、所有者の身体的・精

神的理由により対応してもらえないといった

回答がありました。

次に、案件の２件目、市の魅力発信に係る

現状については、市当局の観光分野担当課か

ら、市の観光振興や魅力発信事業の内容に加

え、市内観光施設やイベントの入り込み者

数、市内宿泊施設の利用状況等のほか、今後

の取組として、上十三・十和田湖広域定住自

立圏を活用した圏域全体の活性化やＧｏｏｇ

ｌｅマップ等を活用した観光施設のＰＲ等を

実施したいとの説明がありました。

観光分野に続いて、移住・定住担当課から

は、市の魅力発信に係る現状として、移住情

報発信事業の内容や実績のほか、今後の展開

として、リモートワーカーやＺ世代の発信力

を活用したＰＲ方法の検討をはじめ、順次多

様な階層へのアプローチを実施したいとの説

明がありました。

市当局の説明に対し、委員からは、具体的

にＺ世代をどのように活用するか、当市出身

者や当市にゆかりのあるインフルエンサーに

公費を使ってでも三沢市をＰＲしてもらう考

えはあるかなどといった質問がされ、市当局

からは、いわゆるＺ世代であり、各種事業で

つながりのある弘前大学や三沢商業高校の学

生をはじめ、新社会人の方々に三沢の魅力を

聞きながら、より効果的な発信の仕方を模索

していくこと、インフルエンサーの活用につ

いては、これまで三沢高等学校の学生とのオ

ンライン交流や障害者や高齢者など誰もが気

兼ねなく旅行ができるユニバーサルツーリズ

ムのモニターツアーで、車椅子インフルエン

サーの中嶋涼子さんとコラボレーションが実

現したことで、多くの反響があったことから

も、今後ぜひ検討していきたいとの回答があ

りました。

今回、本委員会にて調査・審議した空き家

対策及び市の魅力発信については、日々目ま

ぐるしく変化を続ける現代社会において、移

住・定住の促進、関係人口の増加を図るため

の取組として大変重要なものであります。

今後におきましても、市民の皆様からの御

意見や先進自治体の取組などを参考にしなが
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ら、市当局に対して積極的に調査・提言をし

てまいります。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、移住・定住促進対策特別委員

会の中間報告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、移住・定住促進対策特別委員会に

ついては、引き続き閉会中の継続審査としま

す。

─────────────────

◎日程第３１ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（堀 光雄君） 日程第３１ 総務文

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

佐々木卓也委員長。

○８番（佐々木卓也君） 去る１１月３０日

に開催いたしました総務文教常任委員会所管

事務調査の内容について、三沢市議会会議規

則第１０３条の規定に基づき、御報告申し上

げます。

今回の会議では、三沢市教育委員会所管の

三川目小学校規模適正化検討委員会における

検討経過と、意見集約を踏まえた今後の取組

及び全国学力・学習状況調査結果と今後の取

組の２件について所管事務調査を行いまし

た。

はじめに、三川目小学校規模適正化検討委

員会における検討経過と意見集約を踏まえた

今後の取組について、当局から説明がありま

した。

三川目小学校規模適正化に係るこれまでの

経緯として、まずは、令和元年９月から三沢

市学校規模適正化検討委員会において、市内

小中学校の児童生徒数と学校規模に関する課

題について調査・検討し、令和３年３月の意

見集約提出を受け、教育委員会において、令

和３年９月２７日に、三沢市学校規模適正化

基本方針が策定され、本年５月には、三川目

小学校規模適正化検討委員会を立ち上げ、４

回にわたる検討委員会での会議を経て、１１

月に意見集約が図られ、これを受け、令和５

年度からは三沢小学校との統合に向けた三川

目小学校統合検討委員会を設置し、統合に向

けた諸課題について検討を予定しているとの

説明がありました。

委員からは、統合時期の早期決定や、いか

にスムーズに統合を進めていくのか、統合に

向けた今後の具体的な取組などについて質問

があり、当局からは、統合の時期について

は、保護者をはじめ地域の意向が尊重される

よう検討していくことや、通学方法、児童館

の利用、海鳴り太鼓の存続、統合後の校舎や

跡地活用などを検討していく予定であるとの

回答がありました。

児童数の減少による対応として、今回、検

討されている三川目小学校の統合であります

が、何よりも子供ファーストの立場で、子供

たちの統合に対する不安解消のため、様々な

問題を解決しながら、スムーズな統合が図ら

れるよう願うところであります。

次に、全国学力・学習状況調査結果と今後

の取組について、当局から説明がありまし

た。

全国学力・学習状況調査とは、全国的な児

童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教

育施策の成果と課題を検証して、その改善を

図り、学校における児童生徒への教育指導の

充実や学習状況の改善等に役立てることを目

的とした調査で、当局からは、令和４年度の

調査により、当市の児童生徒の正答率は、全

教科で全国正答率を上回っており、さらに、

児童生徒質問紙調査により、当市の児童生徒
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は、自己肯定感や将来に対する目標意識も高

いことが明らかになったとの説明がありまし

た。

委員からは、学習塾は、学力向上の要因と

なる部分なので、その加入率を把握するよう

努めてほしい旨や、子供たちが新聞に触れる

工夫について質問があり、当局からは、学習

塾加入率の状況調査について検討すること

や、新聞を活用した授業にも取り組んでいる

との回答がありました。

今回のようなすばらしい結果が出たことは

大変喜ばしいことであり、この調査結果を今

後の学校教育活動に存分に生かし、より児童

生徒の夢や可能性を広げていく教育につなげ

ていただきたいと思います。

今回、所管事務調査を実施した２件につい

て、いずれの案件におきましても適切に事務

事業が進められていることを確認したところ

であります。

なお、今後におきましても、当局の取組を

注視し、必要に応じて調査や提言を行ってま

いりたいと考えております。

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査

報告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３２ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（堀 光雄君） 日程第３２ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

小比類巻孝幸委員長。

○４番（小比類巻孝幸君） 去る１２月２日

に開催いたしました産業建設常任委員会所管

事務調査の内容について御報告申し上げま

す。

今回の会議では、スカイプラザミサワの運

営状況について及び三沢市の企業誘致につい

ての２件について所管事務調査を行いまし

た。

はじめに、スカイプラザミサワの運営状況

についてでありますが、第１７期の決算で

は、収入合計が約１億４,９００万円とな

り、コロナ禍前までの売上げには戻っており

ませんが、前年決算と比較すると１１７％、

約２,１６０万円の増であり、若干の回復傾

向が見られます。

また、市からの借入金については２年間返

済を延期しておりましたが、今年度内におい

て完済する見込みであることから、経営改善

について一定の成果があったと判断いたしま

すが、当該施設は、当市商業地域の重要な核

施設であることから、今後においても引き続

き運営状況について注視していきたいと考え

ております。

次に、三沢市の企業誘致についてでありま

すが、現在の三沢市内における誘致企業は１

８社、被雇用者は１,６８２人、そのうち三

沢市民は７９５人で、全体の４７.３％と

なっております。

以前は、航空機産業を主に誘致活動を実施

してきたが、近年においては、ニーズの変化

に対応し、県を通じて製造業以外の業種にコ

ンタクトを行っているとのことであります

が、コロナ禍により以前のように活発な誘致

活動が行えなかったとのことであります。

当委員会としては、県との連携も非常に重

要だと思うが、今後においては、市として独

自のルートをつくり、戦略的な誘致活動を展

開するよう要望したところであります。

今回、２件について所管事務調査を実施い

たしましたが、商業地域のにぎわい、そして

雇用の創出と、当市経済にとっては非常に重

要な案件だと考えております。

市当局におかれましては、時代の流れに敏

感に反応し、現状の課題把握、分析、戦略を

しっかりと策定し、当該地域の経済向上のた

めに邁進することを大いに期待するところで
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あります。

以上、産業建設常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３３ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（堀 光雄君） 日程第３３ 民生常

任委員会所管事務調査報告を議題とします。

遠藤泰子委員長。

○６番（遠藤泰子君） 去る１２月６日に開

催いたしました民生常任委員会の所管事務調

査の内容について、三沢市議会会議規則第１

０３条の規定に基づき、御報告申し上げま

す。

今回の会議では、健康推進課所管の新型コ

ロナウイルス感染症に係るワクチン接種の状

況についてと消防本部所管の女性消防吏員の

活躍推進について、消防車、救急車の出場状

況について及び上十三消防指令センターの運

用状況についてを案件として調査いたしまし

た。

まず、当局からは、新型コロナウイルス感

染症に係るワクチン接種の現状について説明

がありました。青森県内、上十三保健所管内

における感染状況については、本年４月から

の感染者数の推移の説明。次に、三沢市内に

おけるワクチン接種状況については、初回接

種や追加接種、小児接種等といった種類別の

対象者数、接種者数の説明。最後に、ワクチ

ン接種に係るシャトルバスの運行状況につい

ては、本年１月からのシャトルバス、巡回バ

スの利用状況等の説明がありました。

これに対し、委員からは、６か月から４歳

までの乳幼児のワクチン接種の副反応につい

てはどのような報告があるかとの質問があ

り、当局からは、現在のところ市には副反応

についての報告はないとの回答がありまし

た。

また、高齢者施設等に入所している方への

ワクチン接種についての質問に対しては、施

設で嘱託医と提携しており、希望者には全て

接種しているとの回答がありました。

次に、当局より女性消防吏員の活躍推進、

消防車、救急車の出場状況及び上十三消防指

令センターの運用状況について説明がありま

した。

女性吏員の活躍推進については、平成４年

度に県内初の女性消防吏員を採用し、近年で

は、三沢市消防署に女性専用施設を整備した

こと。また、消防車、救急車の出場状況につ

いては、令和２年度、３年度、４年度の出場

件数の説明。上十三消防指令センターの運用

状況については、当該センターにおける緊急

通報受信件数の説明及び緊急通報から指令ま

での時間短縮の取組などについて説明があり

ました。

これに対し、委員からパワハラ、セクハラ

等の対応についての質問があり、平成２９年

度にハラスメント相談窓口を設置し、職場の

環境づくりに努めているとの回答がありまし

た。

また、三沢市の消防職員、消防団員は足り

ているのかとの質問には、消防職員が１１０

名、消防団員は定数３２０名のうち、近隣市

町村と比較しても高い充足率となる９１.２

％の２９２名の体制となっており、三沢市の

火災、救急、大規模火災にも対応できる数字

であると考えているとの回答がありました。

今回の所管事務調査により、新型コロナウ

イルス感染症に係るワクチン接種状況や女性

消防吏員の活躍推進についての取組等につい

て確認することができました。

なお、今後におきましても当局の取組を注

視し、必要に応じて調査や提言を行ってまい

りたいと考えております。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。
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○議長（堀 光雄君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） ないようですので、

質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

○議長（堀 光雄君） 以上で、本定例会に

付議された事件は、全て議了いたしました。

これをもちまして、令和４年三沢市議会第

４回定例会を閉会します。

午前１１時０７分 閉会
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